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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 9,611 △4.0 225 △32.5 175 △38.8 △2,158 ―

22年3月期第3四半期 10,010 △0.6 334 ― 285 ― 99 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △321.76 ―

22年3月期第3四半期 14.81 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 25,341 11,590 45.7 1,727.37
22年3月期 25,323 13,829 54.6 2,061.13

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  11,590百万円 22年3月期  13,829百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

12.00 12.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,290 △2.4 575 1.5 500 0.4 △2,025 ― △301.79



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっていの注意事項等につい
ては、四半期決算短信【添付資料】P.３「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「２.その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 6,710,000株 22年3月期  6,710,000株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  178株 22年3月期  100株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 6,709,870株 22年3月期3Q 6,709,900株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国・インドなどアジアへの輸出に依存するとこ

ろとなっております。また国内需要は低迷し、設備投資も本格的には回復せず、賃金も下がり続けてい

ます。     

 学習塾・予備校業界におきましても、賃金の減少による家計の逼迫と「大学全入時代」を背景として

学習塾離れが顕在化しており、多くの学習塾が「入学金の無料化」「入学１ヶ月間の授業料の無料化」

「通常授業料金の値下げ」など価格競争に向かっております。 

 こうした経営環境におきまして、当社グループは提供している教育サービスのクオリティーをより一

層高めていくことを基盤として、多様化するニーズに対応するための新しい生徒募集企画・コース設定

の開発に力を入れてまいりました。 

 売上におきましては、小中学部・高校部ともに夏期講習明けの生徒数はほぼ計画通り推移しており、

売上高もほぼ計画通りとなりました。                      

営業費用におきましては、地代家賃などの売上原価の削減、費用対効果を考えた広告宣伝活動を行う

など、経費の削減も進めてまいりました。 

 また、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計第18号 平成20年３月31日)及び「資産除去債務

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)の適用に伴なう特別

損失、固定資産の減損損失、転換社債の売却債権に対する引当金の積み増しによる貸倒引当金繰入額を

計上しております。 

 この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は9,611百万円(前年同四半期は10,010

百万円)、営業利益は225百万円(前年同四半期は営業利益334百万円)、経常利益は175百万円(前年同四

半期は経常利益285百万円)、四半期純損失は2,158百万円(前年同四半期は四半期純利益99百万円)とな

りました。 

 セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

(小中学部)   

 小中学部におきましては、生徒数は計画を少し上回っており、新しい生徒募集企画・コース設定の開

発が功を奏し売上高もほぼ計画どおりに推移しております。 

 この結果、小中学部の売上高は7,256百万円、セグメント利益は1,133百万円となりました。 

(高校部) 

 高校部におきましては、生徒数は計画を少し下回っておりますが、秋の特別講座の成功、新たな講座

の実施、本科生の受講単価のアップなどにより売上高の増加を図っております。 

 この結果、高校部の売上高は2,084百万円、セグメント損失は79百万円となりました。 

(その他の教育事業) 

 個別指導部門におきましては、順調に生徒数が増加しております。冬期講習における新規一般生の募

集にも成功しております。 

 ＢＢＳ部門におきましては、来期での飛躍に向けて、経営ノウハウの蓄積を順調に進めております。 

 この結果、その他の教育事業の売上高は270百万円となりましたが、設備投資に対する減価償却費等

によりセグメント損失は199百万円となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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(資産) 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて63百万円増加し、2,455百万円となりました。これは主とし

て、冬期講習における受講料単価が上がったこと、模擬試験の回数を追加したことに伴い前受金が増加

したことにより、現金及び預金が244百万円増加したためであります。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて45百万円減少し、22,885百万円となりました。これは主とし

て、校舎の新設を抑えたことによって契約に係る予約証拠金が減少し、投資その他の資産が80百万円減

少したためであります。 

 この結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べて17百万円増加し、25,341百万円となりました。 

(負債) 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて850百万円減少し、6,951百万円となりました。これは主とし

て、財務体質の改善のため短期借入金を長期借入金へ一部移行したことにより短期借入金が503百万円

減少したこと、法人税等の支払により未払法人税等が314百万円減少したためであります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて3,108百万円増加し、6,799百万円となりました。これは主と

して、「資産除去債務に関する会計基準」等の適用により、資産除去債務が651百万円計上されたこ

と、第２四半期連結会計期間において減損損失が発生したことによりリース資産減損勘定が1,736百万

円計上されたためであります。 

 この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて2,257百万円増加し、13,750百万円となりまし

た。 

(純資産) 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて2,239百万円減少し、11,590百万円となりました。 

 以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の54.6％から45.7％となりました。 

  

当業界は市場規模が一層縮小し、厳しい経営環境が継続しております。かつてない規模での業界再編

成、大淘汰の時代が予想されるところとなっています。こうした状況下、当社におきましては、校舎の

新設を既存エリアの２校舎に抑制しております。そして、展開しているそれぞれのマーケット単位に適

した、新しい教育サービス及び新しい販売方法の確立に努めております。 

 連結業績予想につきましては、平成22年11月２日に公表いたしました連結業績予想の変更はありませ

ん。  
  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年

３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年

３月31日)を適用しております。 

 これにより営業利益及び経常利益は29百万円減少し、税金等調整前四半期純損失は354百万円増加し

ております。また、当会計基準の適用開始による資産除去債務の変動額は624百万円です。 

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,241,253 997,184

受取手形及び売掛金 266,498 291,458

商品 146,232 176,889

貯蔵品 29,160 29,683

繰延税金資産 63,190 172,654

その他 711,389 727,390

貸倒引当金 △1,840 △2,496

流動資産合計 2,455,883 2,392,764

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,112,333 7,976,493

土地 5,399,929 5,399,929

その他（純額） 959,167 1,004,618

有形固定資産合計 14,471,429 14,381,040

無形固定資産

のれん 60,507 85,260

その他 183,088 213,441

無形固定資産合計 243,596 298,701

投資その他の資産

繰延税金資産 476,876 237,744

敷金及び保証金 6,819,624 6,863,304

その他 1,235,722 1,407,760

貸倒引当金 △361,827 △257,657

投資その他の資産合計 8,170,396 8,251,151

固定資産合計 22,885,421 22,930,893

資産合計 25,341,305 25,323,657

負債の部

流動負債

短期借入金 3,947,429 4,451,000

1年内返済予定の長期借入金 868,310 780,946

未払金 518,937 636,708

未払法人税等 35,903 350,015

未払消費税等 78,767 132,274

前受金 919,263 897,390

賞与引当金 75,901 253,219

役員賞与引当金 － 10,000

その他 507,018 290,883

流動負債合計 6,951,529 7,802,438
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

固定負債

長期借入金 2,344,272 1,849,425

退職給付引当金 670,347 568,305

役員退職慰労引当金 627,641 605,786

資産除去債務 651,371 －

その他 2,505,768 667,721

固定負債合計 6,799,401 3,691,238

負債合計 13,750,931 11,493,677

純資産の部

株主資本

資本金 2,089,400 2,089,400

資本剰余金 1,944,380 1,944,380

利益剰余金 7,556,840 9,796,338

自己株式 △92 △60

株主資本合計 11,590,528 13,830,057

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △154 △77

評価・換算差額等合計 △154 △77

純資産合計 11,590,374 13,829,980

負債純資産合計 25,341,305 25,323,657
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年12月31日)

売上高 10,010,530 9,611,876

売上原価 8,634,872 8,442,143

売上総利益 1,375,658 1,169,732

販売費及び一般管理費 1,041,385 943,949

営業利益 334,272 225,783

営業外収益

受取利息 61,005 59,859

受取配当金 2,004 2,083

その他 28,466 24,494

営業外収益合計 91,476 86,437

営業外費用

支払利息 135,455 136,339

その他 4,331 761

営業外費用合計 139,786 137,100

経常利益 285,963 175,119

特別利益

保険解約返戻金 45,637 －

特別利益合計 45,637 －

特別損失

固定資産除却損 53,675 9,303

減損損失 － 1,987,605

貸倒引当金繰入額 － 107,122

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 310,664

特別損失合計 53,675 2,414,695

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

277,925 △2,239,575

法人税、住民税及び事業税 137,571 49,070

法人税等調整額 40,939 △129,667

法人税等合計 178,510 △80,596

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △2,158,978

四半期純利益又は四半期純損失（△） 99,414 △2,158,978
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該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

当連結グループは、学習塾・予備校として同一セグメントに属する小中学生・高校生・高卒生に対し

て教育サービスを提供しており、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

在外子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

海外売上高がないため、記載を省略しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会及び

経営会議が、経営資源の配分の決定及び業績評価をするために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。 

 当社は、本社に全社的な統括を行う管理本部を置き、各事業本部において企画等を立案するとともに事

業活動を展開しております。当社は学習指導を行うことを主たる業務として「小中学部」「高校部」「そ

の他の教育事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 「小中学部」は小学２年生から中学３年生を対象とし、集団授業での学習・進学指導及び各講習会の実

施等による教育サービスの提供を行っております。「高校部」は高校１年生から３年生及び高卒生を対象

とし、集団授業での学習・進学指導及び各講習会の実施等による教育サービスの提供を行っております。

「その他の教育事業」は個別指導事業、映像動画教育コンテンツの販売事業等を行っております。 

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

 

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント

小中学部 高校部 その他の教育事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 7,256,898 2,084,205 270,772 9,611,876

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

― ― 6,063 6,063

計 7,256,898 2,084,205 276,836 9,617,940

セグメント利益又は損失(△) 1,133,860 △ 79,982 △ 199,436 854,442

㈱秀英予備校　(4678)　平成23年３月期第３四半期決算短信

8



  
３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項) 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

 
(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

４  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

(固定資産に係る重要な減損損失) 

一部の校舎において国内経済の落ち込みにより売上高・収益が計画を下回っており、十分な生徒数の確

保が難しい状況となったため、今後の見通しを踏まえ、固定資産を回収可能額まで減額し、1,987,605千

円を減損損失として計上しております。 

 なお、セグメントごとの減損損失の計上額は、一部の校舎につき小中学部と高校部において共有してお

り、当第３四半期連結累計期間においては小中学部1,110,504千円、高校部877,100千円であります。 

  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 854,442

セグメント間取引消去 6,057

のれんの償却額 △24,752

全社費用(注) △609,963

四半期連結損益計算書の営業利益 225,783

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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(減損損失) 

当第３四半期連結累計期間において、以下の資産グループにおいて減損損失を計上しております。 

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

 
  

当社は、校舎を単位としてグルーピングしております。国内経済の落ち込みにより売上高・収益が計画

を下回っており、十分な生徒数の確保が難しくなったため、上記資産グループの帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失(1,987,605千円)として特別損失に計上しております。 

 その内訳は、札幌本部校1,243,650千円(内、建物及び構築物9,445千円、工具、器具及び備品8,767千

円、リース資産減損勘定1,225,437千円)、岡崎本部校609,594千円(内、建物及び構築物10,456千円、工

具、器具及び備品2,773千円、リース資産18,088千円、リース資産減損勘定578,276千円)、白石本部校

134,360千円(内、建物及び構築物5,258千円、工具、器具及び備品1,119千円、リース資産減損勘定

127,981千円)であります。 

 なお、上記資産グループの回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッシュフローを

6.2％で割り引いて算定しております。 

  

  

  

  

(6) その他の注記事項

場所 用途 種類

札幌本部校(北海道札幌市北区) 校舎
建物及び構築物 
工具、器具及び備品 
リース資産減損勘定

岡崎本部校(愛知県岡崎市) 校舎

建物及び構築物 
工具、器具及び備品 
リース資産 
リース資産減損勘定

白石本部校(北海道札幌市白石区) 校舎
建物及び構築物 
工具、器具及び備品 
リース資産減損勘定
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